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本展覧会は、SixtyEight がこれまでに開催した
二つの展覧会「With or Without the Sun」で扱っ
たフィルム・エッセイ、及びフォト・エッセイの
テーマをさらに広げ、写真および映画制作にお
けるエッセイ的アプローチをより広範に捉える
試みです。エッセイ的な手法には、さまざまな
種類の資料を用いること、複数の語りの視点を
取り入れること、「真実」という概念を問い直
し、別の物語や視点が立ち現れる余地をつくる
ことなどが含まれます。

本展の作品および展覧会全体は、「真実」という
概念の複雑さを浮き彫りにする芸術表現を提唱
しています。それらは、事実とフィクション、
記憶と知覚に対する微妙なニュアンスの理解を
可能にし、いわゆる「オルタナティブ・ファク
ト」が横行するこの世界を生き抜く上で、私た
ちの一助となり得る曖昧さへのアプローチを包
含しています。

これらはまた、近年、長く「西洋的」とされてき
た歴史観や文化観が、これまで見過ごされてき
た人々によって問い直されている中で、文化や
アイデンティティのより多層的な概念が、情報
の受容や意見形成において不可欠になっている
ことを認識する手がかりを提供します。

2018年と2019年に開催された前2回の展覧会で
は、文化的差異や出会い、外部者の視線、そし
て現代的なフィルム・エッセイとフォト・エッセ

イの語りのあり方が問題提議したのに対し、今
回の新しい展覧会に参加するアーティストたち
は、グローバル化が進む私たちの世界でますま
す重要性が増す問いを投げかけます――「文化
的アイデンティティの本質とは何か」、「故郷や
帰属といった概念は自己の内にあるのか、それ
とも場所に位置づけられるべきなのか」、そし
て「ローカルな参照枠組みは、いわゆるグローバ
ルな共通の参照枠組みとどのように相互作用す
るのか」。

デンマーク、ドイツ、日本、中国からの作品が
相互に作用することで、異文化間の交流を通じ
た文化的アイデンティティの理解がより豊かに
なるでしょう。それは異なる文化が互いに影響
を与え合い、肯定的に作用するための空間がつ
くられるからです。本展を通して、日本の来場
者も海外からの来場者も、他者を通して自分自
身を見つめ、文化の境界を越えた共通の価値を
探る機会を得るでしょう。こういった背景か
ら、デンマークから参加する作品には、伝統的
な「デンマーク像」に限定せず、グリーンランド
のアーティストやデンマーク社会の多様性を形
成し、その一部である移民のアーティストによ
る作品も含まれています。

トランスカルチュラリズムの伝統に則り、本展
のコンセプト、および「With or Without the 
Sun」プロジェクトにおける長年の研究は、自己
省察的かつ自己批判的であり、各展覧会におい
て先の展覧会で提示されたアイデアをさらに掘
り下げています。

本展は、スタッファン・ボイエ・アフ・ゲナス
（Staffan Boije af Gennäs）とファビアン・ハマー
ル（Fabian Hammerl）、クリストファー・サン
ド＝イヴァセン（Christopher Sand-Iversen）に
よって企画され、ゲーテ・インスティトゥート・
ヴィラ鴨川との特別協力により実現しました。

SixtyEight は、コペンハーゲンを拠点とする非
営利の独立芸術団体であり、クリストファー・サ
ンド＝イヴァセンはそのキュレーター兼編集者
です。

本展覧会プロジェクトは、デンマーク芸術財
団、スカンジナビア・ニッポンササカワ財団、
トヨタ財団、ハンブルク市参事会、大阪・神戸
ドイツ連邦共和国総領事館、ならびにデンマー
ク王国大使館から多大な支援を受けています。

Dalpine／Fiebre Photobook からは、ユリア・マ
イナートセン（Julia Mejnertsen）の書籍
『HUN』のコピーを展覧会用に寄贈いただきまし
た。

さらに、サイモン・ブルグナー（Simon 
Brugner）、陳川端（Chen Chuanduan）、ユキ
・ユンゲスブルート（Yuki Jungesblut）、カルス
テン・ラーベ（Carsten Rabe）の各アーティスト
にも書籍の寄贈に深く感謝します。
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作品について

陳川端（チェン・チュアンデュアン）は、写真
シリーズ『Belly of the Giant Serpent（巨蛇の
腹）』
からの作品を展示。写真、アーカイブ資料、生
成AIの繊細な使用、詩的なテキストが交錯し、
蛇のような鱗を持つ隕石が落ちたとされるノル
グリスの町の物語が語られる。触れた子どもは
病から守られると信じられ、宗教的儀式が生ま
れた。しかし作者自身にも、その町に戻れるの
か、そもそも実在するのかどうかの確信がな
い。

カタリーナ・デュヴェ（Katharina Duve）の
『Suzzanna van Osch』は、伝記は常に変化し、
矛盾を内包するという前提に基づく映像作品。
インドネシアのホラー映画のアイコンとして知
られるSuzzanna van Oschを通して、物理法則
や社会規範を超える幽霊の捉えがたいアイデン
ティティを追う。重ね合わせられた映像、音
声、エフェクトがデジタルコラージュを形成
し、音と映像の非同期がアイデンティティ、地
域の儀式、映画そのものの矛盾性を問いかけ
る。女性のナレーションが、逆説的な自己省察
と矛盾する伝記的言及からなる断片的な物語を
紡ぎ出す。

ティナ・エンホフ（Tina Enghoff）の『You Run 
but the Circle Surrounds You』は、 1950年代初
頭、小児期の股関節疾患の治療を受けるため、
グリーンランドの家族のもとからデンマークの
カルンボーにあるレフスネス病院へ送られたデ
イヴィッド・サミュエル・ネーマン・ヨセフ・クリ
ストッフェルセンの物語を描く。彼は適切な治
療を受けることができず、母国語を話す能力を
失ってしまった。作品は、事実の記述と詩的で
比喩的なイメージを織り交ぜながら、鑑賞者を
物語の感情的・共感的な入り口へと誘う。

ファビアン・ハメル（Fabian Hammerl）による
『貴方は本当にとても遠くに住んでいる人です / 
You are a person who really lives very far away』
は、日本と中国で撮影された写真による視覚的
な日記。徒歩、列車、古びたホテルの部屋や仮
住まいの宿、日々の観察や束の間の出会い、季
節の移ろい、そして常につきまとう別れの気
配。本シリーズのタイトルは、手紙やメモの一
節のようでもあり、単純な事実を述べつつ、深
い不可解さを含む。ハメルは常に写真ルポルタ
ージュの信頼性に疑問を抱いており、表層の描
写とその下に潜む含意の不一致を制作のテーマ
にしている。

ユリア・マイナトセン（Julia Mejnertsen）の
『HUN』は、母親の狩猟への情熱を軸に、西洋
的な自然観を多視点的に描くフォトブック。動
物は動物園の生き物、狩猟の対象、家庭のペッ
ト、剥製として登場し、人間の視線が互いに作
用し合い、家族のイメージと対比される。これ
らの視覚的反映を通して、自然や動物の理解、
そして狩猟をめぐる論争的な位置づけを浮かび
上がらせ、他の動物と互いをどう見るかという
継承された仮定を問い直す。

カルステン・ラーベ（Carsten Rabe）の映像作品
『Sketches on the Question of the Actual in 
Relation to the Image and Form』は、視覚イメー
ジと物語の関係を問う一連の問いを提起する。
問いと映像描写の相互作用の中で、写真と形
態、オリジナルとコピーといったテーマ、そし
てそれらが言説、観察、物語とどう結びついて
いるかについて鑑賞者に考えさせる。作品全体
を通して、「実際に起きた出来事と、語り直さ
れる形で言説に組み込まれる出来事の関係とは
何か」そして「共有された真実に合意できなくな

ったとき、共同体の結束は弱まるのか」という
問いを提示する。

ヤコブ・ジン（Jakob Sinn）の「We Build What 
You Dream」は、タイの大規模建設プロジェク
トで頻繁に見られるスローガンをタイトルにし
た作品。伝統と現代性の間で常に揺れる国を象
徴するメタファーとして読み解くことができ
る。この両義性が、12枚のアナログ写真を収め
たレポレロと、6つのトラックからなるサウン
ド作品で構成される本作品にも反映されてい
る。フィールド録音に、1980年代のタイのカセ
ットテープからサンプリングしたテープループ
を加工した音源が重ねられている。

ミニ・ライブラリーの書籍（Mini Library of 
Books）

イヌテーク・ストーチ（Inuuteq Storch）『Flesh』
（2019年）

ストーチがニューヨークで過ごした経験を描い
た作品。精神的には「帰ってきた」と感じながら
も、身体的にはホームシックに陥り、故郷グリ
ーンランドの自然との近しい関係を恋しく思っ
たという。『Flesh』は、見慣れない中に見慣れた
ものを見出す物語であり、人々、場所、パーテ
ィーが入り混じる野性的でやや荒々しい集合体
が、グリーンランドの厳しく荒涼とした風景を
反映しているのかもしれないし、していないの
かもしれない。

クリス・マルケル（Chris Marker）『Le Dépays』
（1982年、 2024年）

1982年に制作されたマルケルのフォトエッセイ
の英語版。代表作『サン・ソレイユ (Sans Soleil)』
と同時期に作られ、猫、東京、日本人といった
いくつかの共通のテーマを追うが、映画のよう
に突然世界の別の場所へ飛ぶことはない。マル
ケルの文章と白黒写真は、彼が必読と考えたロ
ラン・バルト(Roland Barthes)の『表徴の帝国』と
同様、実在の日本であると同時に、彼自身が創
り上げた「日本」でもある。

ケヴィン・マルコム（Kevin Malcolm）
『Impartial Spectator』（2024年）

若き日のマルコムがグラスゴーのアダム・スミス
・ビルでスケートボードをしていた記憶と、大人
になった彼が同じ場所に見出す社会政治的な意
味やその根拠を、写真とテキストで織り交ぜ
る。スミスの思想が世界をどのように形作った
かを考察する作品。

ティナ・エンホフ（Tina Enghoff）『Displaced』
（2021年）

デンマークとグリーンランドの植民地関係の歴
史と遺産の一側面を扱うリサーチプロジェクト
を記録したもの。映像作品『You Run but the 
Circle Surrounds You』もこのプロジェクトの一
部である。

ヤン・ソンダーゴー（Jan Søndergaard）『Tokyo 
123』（2015年）

3つのフォトエッセイを収録。
一つ目の作品は、東京の黒いカラスたちが公園
ごとにゆっくりと人間の領域を侵食してゆくの
に対し、その防止策が試みられる様子を追う。

二つ目は、都市生活と、日本文化・宗教に深く
根付く自然崇拝との微妙な境界を映し出す。

三つ目の作品では、日本の日常美学におけるご
く小さな差異が、外部者の視線によって珍し
く、やや異質な存在として結晶化する様子が描
かれる。

ソフィ・カル（Sophie Calle）『True Stories』
（2017年、2018年）

対になるページの写真に触発されたり関連した
りする短いテキストで構成される物語集。作品
はそれぞれ全く異なり、それらが「真実の物語」
なのか、英語の慣用句が示すように「作り話
（＝嘘）」であるかどうかはわからない。

カーステン・ラーベ（Carsten Rabe）『Amerika』
（2017年）

ドキュメンタリー写真では通常、場所と日時が
重要な指標とされるが、『Amerika』では写真は
「アメリカ」という見出しの下に置かれ、指標性
は不確かである。ラーベの語りのアプローチに
よって、鑑賞者が自身の記憶にある「想像上で
あり、同時に現実的なアメリカ」と写真を結び
つける余地を与えられる。

サイモン・ブルグナー（Simon Brugner）『The 
Arsenic Eaters』（2018年）

強力な鉱物毒であるヒ素の摂取が健康に良いと
信じられていた歴史的な風習を探る。ヒ素を食
べる人々は、その行為がタブーであったことか
ら事実を隠していた。前半は毒食いの神話を追
う視覚的研究、後半では採掘の歴史、迷信、医
学、そして20世紀以前のアルプス地方の生活な
どに関する文化史的調査をまとめている。

山口卓也『My Soliloquies About Photography／
写真についてのひとりごと』（2024年）

政治、戦争、宗教、気候変動、LGBTQ問題、
貧困、難民――こうしたテーマは彼の写真には
一切登場しない。そもそも自分はどんな写真を
撮りたかったのか。その問いが浮かび、彼は写
真撮影をやめ、カメラを脇に置いた。そして写
真を根本から見直すため、写真に関するあらゆ
ることを自分の言葉で少しずつ書き留めていっ
た。

ユキ・ユンゲスブルート（Yuki Jungesblut）
『Kirin Quest』（2021年）

ルイス・キャロル (Lewis Carroll)のナンセンス詩
『スナーク狩り(The Hunting oft he Snark)』を旅
のガイドとして、東シナ海周辺で麒麟を探す旅
に出る。古代の外交使節団が辿った交易ルート
の一部を追い、文化交流と発展をもたらした歴
史をたどる。スナーク同様に捉えどころのない
麒麟は、音楽的にもテーマ的にも作品のライト
モチーフとなっている。

ファビアン・ハメル（Fabian Hammerl）『A 
house in Omihachiman: Sixteen 
perambulations（近江八幡の家：十六の散
歩）』（2020年、 2024年）

日本の村の古い家でドイツ語の痕跡を見つけた
ことを契機に、情報が時間を超えて伝わる仕組
み、意図された意味の変遷、そして写真が真実
の運び手、あるいは創造者となりうるかを考
察。近江八幡に実在する家の周りで行われたと
される16の写真的「散歩」は、描かれた場所・人
物・出来事から、鑑賞者自身が想像上の近江八
幡の地図を描くよう促す。


